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告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
四
号 

 
小
鹿
野
町
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

 

小

鹿

野

町 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

平
成
二
十
八
年
度 

 

平
成
二
十
九
年
度 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

四

十

三

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

般
若
九
地
区
（
般

若
の
一
部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

平
成
三
十
年
十

月
十
七
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
五
号 

 
日
高
市
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

 

日

高

市 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

平
成
二
十
六
年
度 

 

平
成
二
十
九
年
度 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

十

二

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

日
高
第
四
十
三
―

三
地
区
（
大
字
中

鹿
山
、
大
字
下
鹿

山
の
各
一
部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

平
成
三
十
年
十

月
十
七
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
六
号 

 
川
越
市
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

 

川

越

市 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

平
成
二
十
八
年
度 

 

平
成
二
十
九
年
度 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

十

六

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

南
古
谷
第
二
地
区

（
大
字
南
田
島
の

一
部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

平
成
三
十
年
十

月
十
七
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
七
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

三
十
年
埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
指
定
を
次
の
と
お
り
一
部
解
除
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

要
措
置
区
域
と
し
て
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
東
松
山
市
神
明
町
二
丁
目
五
千
五
百
十
四
番
一
の
一
部
及
び
五
千 

 

五
百
二
十
八
番
二
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物 

三 

講
じ
ら
れ
た
指
示
措
置
等 

 
 

基
準
不
適
合
土
壌
の
掘
削
に
よ
る
除
去 

 
 



  

【起点】 神明町二丁目 
5514-1 の最北端とし

別図 

【格子の回転角度】 

起点を支点として、東西方向及び南北方向に引いた線並

びにこれらと平行して 10m 間隔で引いた線を右に 32°回転

させて得られる線により、調査対象地を区画した。 

 

要措置区域の指定を解除する区画 

別図 別図 別図 

【格子の回転角度】 

起点を支点として、東西方向及び南北方向に引いた線並

びにこれらと平行して 10m 間隔で引いた線を右に 32°回転

させて得られる線により、調査対象地を区画した。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
八
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

三
十
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
七
十
六
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
指
定
を
次
の
と
お
り
全
部
解
除

す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

要
措
置
区
域
と
し
て
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
東
松
山
市
神
明
町
二
丁
目
五
千
五
百
十
四
番
一
の
一
部
及
び
五
千 

 

五
百
二
十
八
番
二
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物 

三 

講
じ
ら
れ
た
指
示
措
置
等 

 
 

汚
染
土
壌
の
除
去 

 
 



  

【起点】 神明町二丁目 
5514-1 の最北端とし

別図 

【格子の回転角度】 

起点を支点として、東西方向及び南北方向に引いた線並

びにこれらと平行して 10m 間隔で引いた線を右に 32°回転

させて得られる線により、調査対象地を区画した。 

 

要措置区域の指定を解除する区画 

別図 別図 別図 

【格子の回転角度】 

起点を支点として、東西方向及び南北方向に引いた線並

びにこれらと平行して 10m 間隔で引いた線を右に 32°回転

させて得られる線により、調査対象地を区画した。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
九
号 

 
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、

埼
玉
県
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
行
う
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

試
験
の
期
日
及
び
場
所 

二 

試
験
科
目 

 
 

人
体
の
仕
組
み
と
働
き
、
食
生
活
と
栄
養
、
薬
物
と
看
護
、
疾
病
の
成
り
立
ち
、
感
染
と
予 

 

 

防
、
看
護
と
倫
理
、
患
者
の
心
理
、
保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み
、
看
護
と
法
律
、
基
礎
看
護
、 

 

成
人
看
護
、
老
年
看
護
、
母
子
看
護
及
び
精
神
看
護 

三 

受
験
資
格 

 
 

次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

 

イ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学 

 
 

大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
二
年
の
看
護
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
（
平
成
三
十
一 

 
 

年
三
月
に
修
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 

ロ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た 

 
 

 
 

 

准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
三
十
一
年
三
月
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。) 

 

ハ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学 

 
 

大
臣
の
指
定
し
た
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短 

 

 
 

期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
平 

 
 

成
三
十
一
年
三
月
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 

ニ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学 

 
 

 
 
 
 

大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者 

 
 

（
平
成
三
十
一
年
三
月
に
修
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 
 

 

ホ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
都
道
府
県 

 
 

 
 

知
事
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
三
十
一
年
三
月
に
卒
業
す
る
見
込 

 
 

 
 

み
の
者
を
含
む
。
） 

 

ヘ 

外
国
の
看
護
師
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に 

 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
日
（
日
） 

試 

験 

期 

日 

獨
協
大
学
（
埼
玉
県
草
加
市
学
園
町
一
番
一
号
） 

試 

験 

場 

所 



 
 

相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以 

 
 

上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の 

 
ト 

外
国
の
看
護
師
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に 

 
 

相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
ヘ
に
該
当
し
な
い
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る 

 
 

基
準
に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
た
も
の 

四 

受
験
手
続 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
第
二
十 

七
条
に
規
定
す
る
受
験
願
書
及
び
書
類 

 

ロ 

試
験
手
数
料 

 
 

 

六
千
九
百
円
を
埼
玉
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。 

 

ハ 

提
出
期
間
及
び
提
出
方
法 

 
 

 

平
成
三
十
年
十
二
月
十
二
日
（
水
）
か
ら
十
二
月
二
十
五
日
（
火
）
ま
で 

 
 

 

埼
玉
県
准
看
護
師
試
験
セ
ン
タ
ー
（
葛
西
郵
便
局
私
書
箱
百
二
十
九
号
）
宛
の
簡
易
書
留 

 
 

に
よ
る
こ
と
。
な
お
、
提
出
期
間
最
終
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。 

五 

合
格
発
表
の
場
所
及
び
期
間 

 

イ 

埼
玉
県 

 
 

 

平
成
三
十
一
年
三
月
七
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 

ロ 

埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載 

 
 

 

平
成
三
十
一
年
三
月
七
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
四
月
八
日
（
月
）
午
後
五
時
ま
で 

 
 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
二
十
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ベ
ル
ク
和
光
白
子
店 

 
 

 

埼
玉
県
和
光
市
白
子
三
丁
目
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
五
街
区
五
―
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

先
般
、
九
月
二
十
九
日
（
土
曜
日
）
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
届
出
事
業
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
説
明
会
の
内
容
に
関
連
し
、
以
下
の
と
お
り
意
見
を

提
出
す
る
。 

⑴ 

開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻
に
つ
い
て 

届
出
事
業
者
の
説
明
（
届
出
事
項
）
に
よ
れ
ば
、
今
回
、
新
た
に
設
置
を
予
定
す
る
店

舗
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻
に
つ
い
て
は
、
各
々
午
前
九
時
か
ら
翌
午
前
零
時
ま
で
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
駐
車
場
の
利
用
時
間
帯
を
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
翌

午
前
零
時
三
十
分
と
し
て
い
る
。
本
件
、
店
舗
の
設
置
予
定
地
は
、
幹
線
道
路
（
埼
玉
県

道
六
八
号
練
馬
川
口
線
）
に
面
し
て
お
り
、
周
辺
の
住
宅
地
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を

利
用
し
た
自
家
用
車
等
に
よ
る
多
数
の
来
客
が
見
込
ま
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、
ロ
ー
ド
サ

イ
ド
型
店
舗
の
新
規
開
業
地
と
し
て
は
、
好
適
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

同
店
舗
建
設
予
定
地
の
周
辺
に
は
、
既
存
の
住
宅
地
、
並
び
に
、
特
に
そ
の
東
側
及
び

南
側
に
は
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
新
た
に
設
定
さ
れ
た
住
居
専
用
地
域
（
第
二
種
）
が
隣

接
し
て
お
り
、
今
後
、
同
地
域
に
お
け
る
住
宅
の
逐
次
造
営
と
共
に
地
域
住
民
の
数
も
漸

増
し
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
現
時
点
に
お
い
て
、
先
行
し
て
同
地
域
内
に

新
居
を
建
て
居
住
を
開
始
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
予
定
の
）
住
民
の
殆
ど
は
、
過
去
お
よ

そ
十
年
来
の
長
き
に
わ
た
り
、
様
々
の
協
議
を
経
て
（
「
白
子
三
丁
目
中
央
土
地
区
画
整

理
組
合
」
（
設
立
：
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
日
付
）
）
、
漸
く
に
し
て
同
所
に
安
住
の

地
を
得
た
方
々
で
あ
り
、
か
ね
て
同
地
域
に
住
ま
い
し
て
き
た
方
々
で
あ
る
。
新
た
に
整

備
さ
れ
る
同
地
域
の
未
来
に
対
し
、
大
き
な
希
望
を
抱
き
つ
つ
、
同
時
に
、
か
つ
て
住
み

慣
れ
た
自
然
豊
か
な
、
そ
し
て
閑
静
な
同
地
域
の
住
環
境
の
維
持
、
保
全
を
引
き
続
き
強

く
望
ん
で
い
る
。 



こ
の
新
た
な
住
居
地
域
の
住
民
構
成
の
特
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
前
掲
の
と
お

り
、
元
々
こ
の
地
域
の
住
民
で
あ
り
、
今
回
、
新
た
に
区
画
整
理
地
域
内
に
家
屋
を
新
築

さ
れ
た
中
高
年
層
を
主
体
と
す
る
方
々
に
加
え
、
今
後
、
新
た
に
転
居
し
て
来
ら
れ
る
方
々

の
中
に
は
、
若
い
世
帯
、
特
に
そ
の
中
に
は
、
乳
幼
児
や
学
齢
期
の
子
供
た
ち
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
新
た
に
同
地
域
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
店
舗
は
、

従
来
か
ら
あ
る
閑
静
な
住
環
境
の
維
持
に
加
え
、
近
隣
住
民
の
生
活
の
平
穏
、
安
全
の
保

持
に
対
し
十
分
な
る
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 

周
知
の
と
お
り
、
該
地
周
辺
に
は
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
等
が
あ
り
、
午
前

七
時
か
ら
九
時
半
、
午
後
三
時
前
後
は
通
園
、
通
学
時
間
帯
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
店

舗
の
開
店
時
刻
、
加
え
て
荷
捌
き
や
廃
棄
物
の
処
理
・
持
ち
出
し
を
行
う
た
め
の
車
両
の

出
入
り
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
通
園
、
通
学
に
係
る
安
全
確
保
の
万
全
を
考
慮

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
前
述
の
と
お
り
、
高
齢
者
の
多
い
地
域
で

も
あ
り
、
来
客
並
び
に
関
係
者
車
両
等
に
よ
る
交
通
安
全
確
保
に
係
る
配
慮
に
つ
い
て
も

同
様
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

ま
た
、
夜
間
の
営
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
住
宅
地
の
住
環
境
の
静
謐
、
平
穏

維
持
に
係
る
配
慮
と
し
て
、
営
業
時
間
は
、
遅
く
と
も
二
十
三
時
ま
で
に
て
完
全
終
了
と

し
、
併
せ
て
、
駐
車
場
の
使
用
時
間
に
つ
い
て
も
こ
の
時
間
に
沿
っ
た
時
間
帯
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
（
戸
田
中
町
店
は
二
十
三
時
終
了
）
。
加
え
て
、
夕
刻
か
ら
夜
間
帯
の
駐
車
位

置
の
指
定
等
、
近
隣
住
戸
へ
騒
音
、
排
ガ
ス
等
に
よ
る
影
響
の
軽
減
に
つ
い
て
も
店
舗
サ

イ
ド
に
よ
る
配
慮
、
対
策
が
な
さ
れ
る
べ
き
。
ま
た
、
斯
様
な
時
間
帯
、
夜
間
遅
く
ま
で

駐
車
場
、
駐
輪
場
等
に
滞
留
し
、
近
隣
に
騒
音
を
轟
か
せ
る
等
の
不
届
き
者
の
出
現
も
予

見
さ
れ
、
十
分
な
配
慮
と
と
も
に
予
め
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
す
る
こ
と
の
無
い
様
、

有
効
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
（
目
的
に
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
駐
車
場
の
「
閉
店

時
以
降
使
用
禁
止
措
置
」
を
講
ず
べ
き
）
。
ま
た
、
営
業
時
間
中
、
店
舗
外
に
お
け
る
拡
声

器
を
使
用
し
た
販
促
活
動
等
も
慎
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

⑵ 

自
動
車
等
に
よ
る
来
店
経
路
の
想
定
（
見
込
み
）
に
つ
い
て 

前
回
、
九
月
二
十
九
日
（
土
曜
日
）
に
行
わ
れ
た
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
に
お
い
て
、

同
店
舗
へ
の
自
動
車
等
を
使
用
し
た
来
店
に
係
る
説
明
が
あ
っ
た
。
来
店
に
係
る
往
路
・

復
路
に
係
る
主
な
経
路
と
し
て
、
前
掲
の
幹
線
道
路
（
埼
玉
県
道
六
八
号
練
馬
川
口
線
）

及
び
坂
下
の
市
城
通
り
を
用
い
た
出
入
り
を
主
た
る
経
路
と
認
識
し
て
い
る
旨
、
紹
介
が

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
前
段
階
で
自
ら
説
明
さ
れ
た
と
お
り
、
当
該
店
舗
の
最

大
の
商
圏
を
成
増
団
地
エ
リ
ア
を
含
む
東
側
と
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
元
を
知
る
来
店

者
で
そ
の
よ
う
な
経
路
を
採
る
者
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
想
定
す
る

に
そ
の
多
く
は
、
市
城
通
り
吹
上
観
音
下
交
差
点
か
ら
狭
い
側
道
を
斜
め
に
上
が
る
。
も



し
く
は
、
同
じ
く
市
城
通
り
豊
川
稲
荷
下
の
交
差
点
か
ら
細
い
坂
道
を
斜
め
に
切
り
上
が

る
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
ル
ー
ト
を
通
り
、
現
状
に
お
い
て
は
比
較
的
車
両
通
行
量
の
少

な
い
、
再
開
発
地
域
の
住
宅
地
を
抜
け
て
店
舗
へ
の
進
入
路
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
地
域
は
い
ず
れ
も
通
勤
、
通
学
路
に
該

当
し
、
前
掲
の
保
育
園
、
幼
稚
園
（
し
ら
こ
保
育
園
、
や
ま
と
幼
稚
園
）
等
が
含
ま
れ
て

お
り
、
ま
た
、
高
齢
者
の
多
い
地
域
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
予
め
店
舗
へ
の
車
両
の
進
入

経
路
を
広
範
に
絞
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
当
該
地
域
の
交
通
の
安
全
、
静
謐
、
平
穏
の
維

持
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。 

先
般
、
説
明
会
に
際
し
、
本
件
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
経
路
案
内
用
の
「
表
示
板
」

を
設
け
る
と
の
説
明
で
、
基
本
的
に
そ
の
よ
う
な
問
題
は
な
い
、
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、

「
表
示
板
」
の
設
置
が
本
件
問
題
の
解
決
に
関
し
て
特
段
の
効
力
を
発
揮
す
る
と
は
と
て

も
考
え
ら
れ
な
い
。
運
転
手
の
心
理
と
し
て
、
よ
り
早
く
、
よ
り
近
い
道
を
通
っ
て
目
的

地
に
到
達
し
た
い
と
考
え
る
の
が
普
通
で
は
な
い
か
。
「
幹
線
道
路
で
駐
車
場
へ
の
入
場

待
ち
を
し
て
い
る
車
列
の
後
ろ
に
並
び
た
く
な
い
。
少
し
で
も
早
く
中
に
入
り
た
い
」
と

考
え
る
の
が
一
般
的
心
理
な
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
加
え
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
駐
車

場
に
入
場
で
き
な
い
車
両
が
、
幹
線
道
路
で
は
な
い
住
宅
地
域
内
の
道
路
か
ら
の
進
入
を

試
み
、
さ
ら
に
列
を
成
し
、
果
て
は
、
駐
車
場
に
入
ら
ず
、
同
地
域
内
路
上
に
不
法
駐
車

を
行
う
と
い
っ
た
事
象
等
、
路
上
に
お
け
る
各
種
問
題
発
生
へ
の
対
応
と
し
て
、
所
要
の

箇
所
へ
の
誘
導
員
の
常
設
、
の
み
な
ら
ず
時
間
帯
、
曜
日
や
催
事
開
催
等
に
際
し
て
は
、

そ
の
数
を
増
強
す
る
等
、
事
故
防
止
に
予
め
対
策
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
約
し
て
い
た
だ
き

た
い
。 

公
道
か
ら
店
舗
駐
車
場
へ
の
出
入
り
は
左
折
入
場
、
左
折
出
場
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
に
、
本
件
店
舗
北
側
（
リ
サ
イ
ク
ル
メ
デ
ィ
ア
館
側
）
の
駐
車
場
の
出
口
は
左
右

い
ず
れ
に
も
出
ら
れ
る
表
示
と
さ
れ
て
い
た
。
当
該
道
路
は
店
舗
来
客
の
み
が
使
用
す
る

も
の
で
は
な
く
、
住
居
地
住
民
が
県
道
に
出
る
際
に
通
行
を
要
す
る
道
路
で
あ
り
、
事
故
、

混
乱
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
予
め
有
効
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。 

な
お
、
現
状
、
本
件
、
区
画
整
理
エ
リ
ア
内
道
路
に
は
道
路
交
通
法
に
基
づ
く
な
ん
ら

の
標
識
は
無
く
、
道
路
上
の
表
示
も
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
当
該
店
舗

施
設
の
設
置
に
さ
き
が
け
、
可
及
的
速
や
か
に
前
掲
の
各
種
問
題
点
を
考
慮
し
た
上
で
（
道

交
法
に
係
る
）
標
識
の
設
置
、
表
示
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
上
で
届
出

事
業
者
側
の
い
う
「
表
示
板
」
の
設
置
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
施
設
の
開
業
は
、

順
調
に
行
け
ば
、
今
回
の
説
明
会
開
催
か
ら
意
見
提
出
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
来
年
五
月
一

日
（
予
定
）
と
の
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
と
お
り
道
交
法
上
の
ル
ー
ル
（
標
識

等
）
未
整
備
等
の
特
殊
要
因
が
あ
り
、
よ
っ
て
こ
れ
ら
（
標
識
、
表
示
）
の
設
置
を
待
ち
、



必
要
に
応
じ
、
再
度
、
検
討
・
確
認
・
決
定
を
行
う
等
、
経
路
設
定
等
に
つ
い
て
地
域
住

民
の
安
全
を
考
慮
し
た
改
善
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
事
業
者
、
地
域
住
民
双
方
間
に
お

い
て
予
め
文
書
等
に
よ
り
明
記
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。 

⑶ 
渋
滞
緩
和
、
騒
音
・
大
気
汚
染
の
緩
和
措
置
に
つ
い
て 

加
え
て
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
の
大
型
店
舗
で
よ
く
見
ら
れ
る
幹
線
道
路
の
渋
滞
誘
発
解

消
へ
の
対
処
も
必
要
で
あ
る
。
県
道
六
八
号
練
馬
川
口
線
（
谷
原
方
面
）
は
、
都
内
中
仙

道
方
面
、
ま
た
首
都
高
島
平
出
口
方
面
か
ら
、
ま
た
埼
玉
県
側
か
ら
は
大
宮
バ
イ
パ
ス
経

由
で
西
進
、
南
行
し
、
都
内
各
所
向
け
、
さ
ら
に
は
関
越
、
中
央
、
東
名
各
高
速
道
路
、

果
て
は
羽
田
空
港
に
接
続
す
る
幹
線
道
路
で
あ
る
。
今
回
、
出
店
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場

所
付
近
は
、
高
島
平
方
面
か
ら
来
る
と
、
や
や
急
な
左
巻
き
の
坂
を
上
る
と
、
に
わ
か
に

眺
望
が
開
け
、
長
く
緩
や
か
な
直
線
の
下
り
坂
と
な
り
、
今
回
出
店
の
予
定
地
辺
り
か
ら

再
び
緩
や
か
な
上
り
に
転
じ
る
。
そ
の
様
な
土
地
の
特
徴
か
ら
か
、
か
ね
て
交
通
事
故
が

頻
発
し
て
い
る
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
数
年
前
に
は
、
正
に
今
回
の
出
店
予
定
地
内
に
車
両

が
飛
び
込
む
死
傷
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
い
ず
れ
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
で
あ
り
、

曜
日
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
現
在
で
も
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
今
回
、
店

舗
設
置
に
伴
い
、
こ
の
点
を
考
慮
し
相
応
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
店
舗
駐
車
場
入
り

口
付
近
か
ら
の
大
渋
滞
、
事
故
誘
発
と
い
っ
た
事
象
の
原
因
と
な
り
か
ね
ず
、
予
め
安
全

確
保
の
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
明
記
し
、
地
域
住
民
に
対
し
て

も
理
解
、
周
知
が
可
能
な
形
で
説
明
、
措
置
す
る
必
要
が
あ
る
。 

貴
店
の
当
地
開
業
は
大
歓
迎
。
た
だ
、
今
回
、
開
店
に
当
た
り
、
ま
ず
地
域
の
平
穏
維
持

や
交
通
安
全
へ
の
配
慮
や
対
策
を
万
全
と
す
る
こ
と
が
、
今
後
、
地
域
に
根
ざ
す
貴
店
舗
と

し
て
成
長
、
発
展
を
遂
げ
て
行
く
た
め
の
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

な
お
、
将
来
に
向
け
地
域
住
民
と
の
対
話
・
交
流
を
促
進
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
店
舗
サ

イ
ド
に
お
い
て
、
相
談
・
苦
情
等
の
窓
口
（
部
署
、
役
職
を
明
示
）
を
設
け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
提
案
し
た
い
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
二
十
一
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

上
里
幹
線
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及

び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

山 

﨑 

正 

弘 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
新
里
五
百
六
十
四
番
地
一 

 

同 
 

吉 

田 

信 

解 
 

同 
 

本
庄
市
本
庄
二
丁
目
四
番
八
号 

 

同 
 

山 

下 

博 

一 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
神
保
原
町
五
百
九
十
三
番
地
二 

 

同 
 

野 

中 

富 

男 
 

同 
 

本
庄
市
杉
山
二
十
九
番
地 

 

同 
 

須 

賀 

淳 

吉 
 

同 
 

同 
 

沼
和
田
七
百
五
十
一
番
地 

 

同 
 

高 

橋 
 

 

武 
 

同 
 

同 
 

久
々
宇
百
六
十
番
地
一 

 

同 
 

関 

根 
 

 

勇 
 

同 
 

同 
 

傍
示
堂
四
百
五
十
四
番
地 

 

同 
 

宮 

﨑 

実 

夫 
 

同 
 

同 
 

堀
田
九
百
二
十
八
番
地 

 

同 
 

新 

井 
 

 

弘 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
上
真
下
三
百
八
十
三
番
地
一 

 

同 
 

松 

本 

裕 

之 
 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
二
百
二
十
六
番
地
三
十 

 

同 
 

木 

村 
 

 

豊 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

新
里
六
百
二
十
四
番
地
一 

 

同 
 

荒 

井 

干 

城 
 

同 
 

同 
 

上
里
町
大
字
勅
使
河
原
九
十
八
番
地 

 

同 
 

松 

本 

勝 

房 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

藤
木
戸
五
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

根 

岸 

正 

己 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

神
保
原
町
二
千
十
一
番
地 

 

同 
 

小 

沼 

満 

明 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
二
百
三
十
五
番
地 

 

同 
 

坂 

本 
 

 

均 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
百
三
十
三
番
地 

 

同 
 

木 

村 

信 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

堤
千
六
番
地 

 

同 
 

中 

里 
 

 

実 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
二
百
五
十
八
番
地 

 

同 
 

松 

下 

髙 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

八
町
河
原
二
千
五
百
七
十
三
地
二 

 

同 
 

関 

本 
 

 

勲 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

三
町
八
百
九
十
九
番
地 

 

監
事 

黒 

澤 

利 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
三
百
六
十
五
番
地
一 

 

同 
 

高 

栁 

博 

明 
 

同 
 

同 
 

神
川
町
大
字
植
竹
千
二
百
六
十
六
番
地 

 

同 
 

岡 

芹 
 

 

博 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
七
百
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 



 

理
事 

吉 

田 

信 

解 
 

埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
二
丁
目
四
番
八
号 

 

同 
 

小 

山 

善 

純 
 

同 
 

本
庄
市
牧
西
六
百
七
十
九
番
地 

 
同 

 

戸 

塚 
 

 

毅 
 

同 
 

同 
 

都
島
八
百
八
十
八
番
地 

 

同 
 

五
十
嵐 

恒 

雄 
 

同 
 

同 
 

山
王
堂
二
百
十
二
番
地
二 

 

同 
 

五
十
嵐 

 
 

修 
 

同 
 

同 
 

久
々
宇
二
百
六
十
番
地
三 

 

同 
 

武 

藤 
照 

夫 
 

同 
 

同 
 

宮
戸
四
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

新 

井 
 

 
弘 

 

同 
 

同 
 

児
玉
町
上
真
下
三
百
八
十
三
番
地
一 

 

同 
 

松 

本 

五 
郎 

 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
二
百
二
十
六
番
地
三
十 

 

同 
 

町 

田 

恒 

彦 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

新
里
千
八
百
五
十
一
番
地 

 

同 
 

福 

田 

重 

之 
 

同 
 

同 
 

上
里
町
大
字
忍
保
千
六
百
三
番
地 

 

同 
 

根 

岸 

正 

己 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

神
保
原
町
二
千
十
一
番
地 

 

同 
 

間
々
田 

幸 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
五
百
九
十
一
番
地
一 

 

同 
 

荒 

井 

干 

城 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

勅
使
河
原
九
十
八
番
地 

 

同 
 

松 

本 

勝 

房 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

藤
木
戸
五
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

橋 

本 

倉 

平 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 
大
御
堂
二
百
六
十
四
番
地
一 

 

同 
 

小 

沼 

満 

明 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
二
百
三
十
五
番
地 

 

同 
 

小 

林 

忠 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

堤
五
百
三
十
二
番
地
一 

 

同 
 

櫻 

井 
 

 

彪 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

三
町
九
百
八
十
五
番
地
二 

 

監
事 

黒 

澤 

利 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
三
百
六
十
五
番
地
一 

 

同 
 

高 

柳 

義 

信 
 

同 
 

同 
 

神
川
町
大
字
植
竹
千
二
百
七
十
番
地
二 

 

同 
 

岡 

芹 
 

 

博 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
七
百
番
地 

   
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
二
十
二
号 

平
成
三
十
年
十
月
二
日
付
け
埼
玉
県
告
示
第
千
六
十
八
号
で
告
示
し
た
幸
手
都
市
計
画
区
域
区

分
に
関
す
る
公
聴
会
に
つ
い
て
は
、
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
の
で
、
埼
玉
県
都
市
計
画

公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
開

催
を
中
止
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
二
十
三
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 

春
日
部
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
、
東
武
鉄
道
野
田
線 

二 

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域 

 
 

（
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
） 

 

イ 

追
加
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

春
日
部
市
緑
町
一
丁
目
及
び
六
丁
目
、
南
一
丁
目
、
粕
壁
一
丁
目
、
三
丁
目
及
び
四
丁 

 
 

目
、
粕
壁
字
八
木
崎
及
び
浜
川
戸
、
梅
田
一
丁
目
の
各
一
部 

 

ロ 

削
除
す
る
土
地
の
区
域 

 

な
し 

 
 

（
東
武
鉄
道
野
田
線
） 

 

イ 

追
加
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

春
日
部
市
粕
壁
字
八
木
崎
、
中
央
一
丁
目
、
粕
壁
一
丁
目
、
南
一
丁
目
、
粕
壁
東
五
丁
目 

 
 

及
び
六
丁
目
、
牛
島
字
古
川
、
字
三
本
木
及
び
字
熊
ノ
木
の
各
一
部 

 

ロ 

削
除
す
る
土
地
の
区
域 

 

な
し 

 

三 

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
、
春
日
部
市
都
市
整
備 

部
都
市
計
画
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
ま
で 

 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
二
十
四
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 

春
日
部
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
八
号
袋
陣
屋
線 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 

イ 

追
加
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

春
日
部
市
粕
壁
三
丁
目
、
粕
壁
字
八
木
崎
、
中
央
二
丁
目
の
各
一
部 

 

ロ 

削
除
す
る
土
地
の
区
域 

 

春
日
部
市
粕
壁
三
丁
目
、
粕
壁
字
八
木
崎
、
中
央
一
丁
目
の
各
一
部 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
、
春
日
部
市
都
市
整
備 

部
都
市
計
画
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
ま
で 

 
 

 
 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
二
十
五
号 

 
ふ
じ
み
野
市
か
ら
富
士
見
都
市
計
画
汚
物
処
理
場
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け

た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
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